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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
前頭葉病変に関係した高次脳機能障害として,性格変化,意欲障害,企図能力･論理的判断力などの思考
障害が論じられている｡ ウィスコンシンカード分類検査およびその改訂版は臨床の場で前頭葉機能検査法
の一つとして広く使用されているO これは,前頭葉損傷,特に背外側前野損傷を持つ患者でカード分類検
査の保続反応が有意に増加するという報告が根拠となっている｡しかし,最近これに相反する研究報告も
あり,カード分類検査が真に脳のどの部分の機能を反映しているかは明らかではない｡よって,本申請者
はPETを用いて,正常者のカード分類検査施行時に特異的に血流が増加する部位を検討することにより
この検査の実行に関与する脳領野を特定しカード分類検査の神経生理学的意義を検討した｡その結果,カ
ード分類検査施行時には両側背外前頭前野,両側下頭頂小葉,左上後頭回および左小脳半球で有意に血流
が増加することがわかった｡カード分類検査により前頭前野以外にも複数の脳領野に血流増加がみられた
ことは,この検査の実行には従来主張されてきた前頭前野の他に,下頭頂葉等の連合野,二次視覚領,小
脳半球など他の脳領域も重要な機能を担っていることを表している｡
以上の結果は検査が前頭葉以外の脳領域の障害によっても影響されうることを支持するもので臨床にお
けるカード分類検査の解釈に貢献し,その神経生理学的根拠の解明に寄与する｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値ある者と認める｡
なお,本学位授与申請者は平成9年1月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け合格と認めら
れたものである｡
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